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ト
ロ
ー
ル
隊
の
防
犯
功
労
団
体
の
表
彰
式
が
希
わ
れ
ま
し
た
‥

富
谷
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
龍
（
達
濯
泰
治

職
長
以
下
2
0
名
）
は
、
平
成
1
1
年
に
慕
足
し
．

勧
津
小
．
勧
連
中
の
生
徒
の
登
・
下
校
時
問
詰

の
見
守
り
活
動
や
富
合
地
区
の
バ
ト
ロ
＿
ル
喜

美
癒
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
龍

に
成
長
し
∵
今
回
防
犯
功
労
団
体
と
し
て
豪
移

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
明
る
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

i
国
ケ
原
老
人
ク
ラ
ブ
蔦
碁
会
（
西
精
会
長
以
下

i
7
9
名
）
で
は
、
児
童
の
登
下
嬢
時
効
は
あ
わ

せ
て
、
国
ケ
原
忘
憂
重
役
貴
地
が
勧
津
南
操
青
田

前
の
横
断
歩
道
で
複
数
人
が
立
ち
．
見
寄
り
や

あ
い
さ
つ
活
動
、
そ
の
他
の
会
員
は
自
宅
馬
等
瞳

出
て
児
童
の
見
守
り
や
あ
い
さ
つ
運
動
等
富
豪
構

す
る
「
ま
ご
ま
ご
見
守
り
隊
」
が
築
足
さ
れ
ま

した。
l
「
ま
ご
ま
ご
見
守
り
隊
」
は
毒
筆
4
月
か
ら

活
動
を
妻
粧
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ご

い
し
ま
す
。

募
集
期
間

7
月
3
／
目
～
8
月
日
日

受
験
資
格

○
　
善
業
富
A

昭
和
6
2
年
4
月
2
日
以
降
の
生
ま

れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
方
更
は
令

和
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方

○
　
善
察
昏
B

昭
和
6
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
鳩

車
4
月
1
日
ま
で
寓
生
ま
れ
た
方

た
だ
し
．
大
学
を
卒
業
し
た
方
丈

は
合
和
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
樽
卒
業

見
込
み
の
方
を
除
く

○
　
整
寓
語
政
職
員
B

平
成
1
1
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
1
5

年
4
月
1
日
ま
で
欝
生
ま
れ
た
方

※
　
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

◆
　
菰
験
日
経

〇
　
第
－
次
試
験

［
教
義
試
験
］

9
月
2
0
日

［
体
力
試
験
へ
窒
窯
昏
の
み
）
］

9
月
1
7
日
．
鳩
目
、
1
9
日
．
2
1
号

2
2
日
の
う
ち
指
定
す
る
目

○
　
第
二
次
試
験

1
1
月
1
3
日
～
同
日
の
う
ち
指
定
す

る
白
み
な
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
詩
ら

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
～
裏
験
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
舞

岡
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桃
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寮
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i
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＿
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徽
一

く
繋
生
す
る
傾
向
櫓
あ
り
ま
す
。

汝
の
こ
と
に
注
意
し
て
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
『

●
　
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は

◇
　
落
ち
る
危
険
性
の
あ
る
境

斯
．
流
れ
が
激
し
い
招
請
、
水

深
が
潔
い
場
所
な
ど
に
は
近
づ

か
な
い
。

◇
　
天
候
の
蛮
化
に
気
を
つ
け
、

義
美
膜
膳
で
は
レ
ジ
ャ
ー
を
中

止
す
る
。

◇
　
海
や
間
善
で
の
レ
ジ
ャ
ー

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
適

用
す
る
。

◇
　
子
と
も
だ
け
で
は
水
遊
び

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
大

人
が
常
に
昌
を
難
さ
な
い
よ

ろ
二
に
す
る
。

●
　
山
岳
道
議
を
砺
く
た
め
に
は

．
◇
　
自
身
の
揮
力
善
に
見
合
っ
た

山
を
選
び
、
道
具
を
整
え
て
、

安
全
な
登
山
計
画
を
立
て
る
。

◇
　
蓉
寮
雷
な
ど
に
登
山
計
画

善
を
握
握
す
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
豊
山
眉
シ
ス
テ
ム
「
コ
ン
パ

ス
山
で
も
握
握
が
で
き
ま
す
。

◇
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
逼
語

手
殿
と
百
億
電
源
を
確
保
す

る。
◇
　
悪
天
候

の
場
合
は

登
山
を
中

止
す
る
。

の
発
生
が
あ
じ
ま
し
た
。

不
審
な
電
話
、
不
寄
な
童
．
人
を
寛
か

た
ら
宰
坦
駐
在
所
更
は
岡
山
北
壁
察
富
ま

道
端
を
お
節
い
し
ま
す
。

再
任
・
審
故
を
目
撃
し
た

燦
は
そ
の
場
で
、
「
1
1
0
番

通
報
」
を
お
願
い
し
ま
す
。



地域安全こ。ユース

1　犯罪関係

令和2年6月号
岡　山北警察署

岡山北警察署管内における本年5月中の刑法犯認知件数は3件で、前年同時期と

比べて3件減少となっています。　　　　　※被害届が縁出された件数を認知件数として計上

［令和2年5月中彿刑灘巳認知振捌　　　一〇　岡山北警察署管内の刑法犯認知件数
は、5月末現在20件で、前年同期比
マイナス1件と僅かに減少しています。
○　これから暑い時期になると、家や店
舗の窓を開放する機会も多くなります
が、泥棒に狙われないよう、不在時や
夜間は開けっ敬、しにせず、しっかりと
、戸締まりをしましょう。

罪穫別 ��件数 �‾　発生地域 

／窃盗犯 �室内純白 �1 �．建蔀∴：地域 

知能犯 �＼古着離脱拗横領 �11 �御津∴i地壇 

その他 �輩拗指揮等 �1 �、御津　　地域 

合計＿： ��∴寧 � 

特別崗顕給付金に便乗鞭璃闘閣議
新型コロナウィルス感染症の緊急経済対策として国が全国民に一律給付する「特別
定額給付金」に便乗した詐欺被害の発生が懸念されており、実際に4月以降、

○　岡山市内では、給付金の事務手続きの代語義鳥として現金振込みを要求する不
害なメールが届く
○　莫峨町内や荒野町内では、町職員等を名乗る蕾が訪問して、キャッ
シュカード等の提出や暗証蜜言を報えるよう読める
0－倉敷精肉では．銀語員を名乗る少年が、給付金の申請手誘き名目
lこ高齢書からキャッシュカードをだまし取る（聾袈富が隠語犯逮捕）

等の事案が発生していますので、だまされないよう十分注意しましょう！

2　交通関係
令和2年5月中の岡山北警察署管内の交通事故発生状況（概数）

・総事故件数　38件（昨年比－21倍）
・人身事故　　　1件（昨年比　－1件）
・死亡事故　　　0件（昨年比　±0倍）
・物損事故　　3＼7件（昨年比－20件）

今月のひき＜ちアドバイス：「STAY110MB」明け！重み潟去るから！？槙重な運転を！

～梅雨の季節の交通事故陽止み

雨が続く季節になりました・・・

車の運転手さんは‥・ 自転車の方は・・・

傘さし運転は危険です
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